
（１）RS-5専用リモコン（以下「RS5」という）1個で外気処理機を最大3台まで接続することができます。
・親機にRS5を接続することで、子機が連動して動作します。
・従来から実績のあるRS-485通信方式を採用しています。
・RS5内蔵の温度センサまたは外部温度検出器にて外気処理機複数台の燃焼状態を制御します。

（２）燃焼量を50%（従来は75%）まで制御することができますので、細かな温度コントロールができます。
　　　・複数台制御の場合は各機器の燃焼状態の組み合わせによって、燃焼量をHi（最大）、Lo（中間）、

　LL(最小）の3段階まで制御します。
・RS5の設定温度によって、3段階の燃焼量を切り替えます。

（３）非常時運転モード機能を追加し、個別故障時の換気温度低下リスクを軽減させます。
・1台または2台が個別故障した際に修理完了までの期間、残りの機器で運転させる制御を行います。

○周囲構造物との離隔距離
火災予防上の所定の距離が十分にとれる場所に設置してください。
防火構造の構造物であっても、給排気筒やバ ーナ等の点検、手入れ等がやりやすいように
サービススぺースが必要です。
火災予防上安全な距離及びサービススペースを確保するために、最小限下図に示す距離
を確保してください。

○複数台接続するとダクトの形状等により、風の流れにばらつきがでますので、必ず暖房機毎
にボリュームダンパ（VD）を設置して風量調整を行ってください。

　

○本機には対流用ファン（給気ファン）が装備されていません。
「複数台設置による使用風量と機内抵抗および昇温温度の特性」（3頁参照）を考慮して
選定してください。
また、給気ファン操作盤を必ず用意してくだい。
給気ファン操作盤は別売品（GVCP040～GVCP370））をご購入いただくか、仕様が合わない場合は
現地にて専用操作盤を手配してください。

システム概要

年月日 点検

形式 MHU0162GV
2021.5.31
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複数台設置による注意事項

改訂
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小山 飛田
佐久間符号
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※1 本機には対流用ファン（給気ファン）が装備されていません。
  下図の特性を考慮して対流用ファンを選定してください。

※2　燃焼空気量が不足すると不完全燃焼となります。本機を屋内に設置する場合は、有効な
　方法で外部から取り入れてください。

※3　RS-5リモコンは別売品です。必ず暖房機と一緒に購入してください。

仕様
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項目 単位
外気処理機形式（連動制御台数）

0162GV（1台） 0162GV（2台） 0162GV（3台）
有効発熱量 kW 18.6 37.2 55.8
電源 単相100V　50/60Hz
使用燃料 LPGまたは13A
燃料消費量 kW 21 42 63
燃焼制御 Hi/Lo二段制御 Hi/Lo/LL三段制御
燃焼比率
（ターンダウン）

%
Hi ： Lo Hi ： Lo ： LL

100 ： 75 100 ： 75 ： 50
m

3
/h 1,800～3,000 4,300～6,000 6,500～9,000

昇温温度 K 30～18 25～18 25～18
標準風量

※1

図　　複数台設置による使用風量と機内抵抗および昇温温度の特性

定格消費電力 W 51 102 153
必要燃焼空気量

※2
m

3
/h 33 66 99

リモコンスイッチ RS-5（別売品）
※3
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機内抵抗 Pa

昇温温度 K

2台合計： 4200 4400 4600    4800 5000  5200         5400       5600      5800        6000         6200   
1台あたり：

使用風量範囲(2台または3台複数制御）

3台合計： 6300  6600   6900    7200   7500 7800         8100       8400      8700        9000         9300  

使用風量範囲(1台単独制御）



（１）イメージ図

（２）配線系統図

システム図
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給気ファン
排気ファン

厨房内（暖房空間）

排気（ＥＡ）

排熱、臭気　等

加温された新鮮空気 加温された新鮮空気

外部温度検出器　※２
給気ファン操作盤リモコンスイッチ

エアフィルタ　※１ １
．
５
～
２
．
０
ｍ

※１．吹出口へのフィルタは必要があれば取り付けてください。

　　　その際、フィルタの抵抗は十分考慮願います。

※２．外部温度検出器は吹出口から１．５～２．０ｍ離れた位置で、

　　　かつ温風を直接受けない位置に設置してください。

０１６２ＧＶ

新鮮空気（ＯＡ）

（最大３台まで）

子機 子機 親機
（２号機）（３号機）

ＶＤ

（１号機）

給気ファン

０１６２ＧＶ

排気ファン

厨房内（暖房空間）

ＦＭ２

ＦＭ１

外部温度検出器

給気ファン操作盤
（Ｘ，Ｙ，Ｚ）

シールド線　０．３ｓｑ

（１０，１１）

（Ｓ，Ｓ）
電源　１φ１００Ｖ

（Ｒ，Ｓ，Ｔ，Ｅ）
電源　３φ２００Ｖ

※　排気ファンと連動させる場合は、（Ｒ　，Ｓ　，Ｔ　）　１

（２，３，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ）

　　別途回路が必要となります。

（Ｓ，Ｓ）（Ｓ，Ｓ）

子機 親機
（２号機）

子機
（３号機）

（最大３台まで）

１ １

ＲＳ－４８５通信

通信線（シールド線）０．７５Ｓｑ
（ＣＮ２２　＋，－）

（１号機）

（１００ｍ未満）

１．６ｍｍ

１．２５ｓｑ

０．５ｓｑ

ＲＳ５
リモコン
（別売品）

（別売品）

（別売品）

（２，３） （２，３）

※１

※１　通信線は電源線やその他動力線と同じ
　電線管には入れないでください。

　　誤作動を起こすおそれがあります。



※本書に従って必ず行ってください。

○RS-485通信方式を採用しています。暖房機の端子＋，－に通信線を接続します。
○配線は一筆書きの渡り配線とし、ループ配線や分岐配線はしないでください。
○通信線はツイストペアケーブルを使用し、以下の種類または同等以上とします。

○通信線は電源線やその他動力線と同じ電線管には入れれないでください。
○暖房機の端子＋，－には抵抗R(120Ω)を取り付けてあります。

1号機および2号機（3台接続の場合）の抵抗は取り外し、末端の号機のみ
　 取り付けてください。
○RS5は親機の端子X，Y，Zに接続します。
○外部温度検出器は親機の端子10，11に接続します。
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通信配線

XRF20413 葉別

EM JKPEE/F-S　2C 0.65～0.9mm
EM FCPEE-NC-S　2C 0.65～0.9mm

EM-KPEE-SB　2C 0.65～0.9mm
UL2405 #16　#18

規格 導体サイズ
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（通信）
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（号機設定用スイッチ）

ＣＮ２２
（通信）

ＳＷ５ＳＷ４
（号機設定用スイッチ）

通信線（ＲＳ－４８５通信）

外部温度検出器

親機（１号機） 子機（２号機） 子機（３号機）

※子機のＳＷ３－４はすべて

１

１

＋ － ＋ － ＋ －

※抵抗Ｒ（１２０Ω）は末端の号機のみ
取り付けてください※取り外して

ください
ＯＦＦにしてください

１０ １１ １０ １１ １０ １１

※取り外して
ください



※本書に従って必ず行ってください。

○号機の設定は親機を1号機とし、子機を2号機～3号機とします。
○SW4は制御台数を設定します。3台接続の場合、親機は「3」（制御台数3台）に設定し、子機は
　　「0」のままとします。

○SW5は号機を設定します。3台接続の場合、親機は「1」（1号機）設定、子機は「2～3」（2号機～
3号機）に設定します。

○RS5を接続する親機はSW3-4をONとし、RS5を接続しない子機はSW3-4をすべてOFFにします。

○RS5の設定はSW6をONにすると複数台制御運転モードに切り替わります。

RS5の表ケースを取り外すとSW6のスイッチがありますので、SW6を必ず
ONに設定してください。
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システム設定

SW6
ON
OFF

　複数台制御運転
備考

出荷時設定

内容

　1台単独運転

ＳＷ４
５
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３
２

１ ０
９
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３
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８
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６ ５
４

３
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６
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５

４

３
２

１ ０
９

８
７

６ ５
４

３
２

１ ０
９

８
７

６

ＳＷ５

親機（１号機） 子機（２号機） 子機（３号機）

運転／停止

ＲＳ－５

燃焼

異常

ＯＮＯＦＦＯＮＯＦＦ

ＳＷ６ ＳＷ５

表ケース 裏ケース

ＯＮＯＦＦ

ＳＷ６

ＳＷ４
５

４

３
２

１ ０
９

８
７

６ ５
４

３
２

１ ０
９

８
７

６

ＳＷ５ ＳＷ４
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９
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２

１ ０
９

８
７

６ ５
４

３
２

１ ０
９

８
７

６

ＳＷ５

親機（１号機） 子機（２号機） 子機（３号機）

ＯＦＦ

ＯＮ

ＳＷ３

１２３４
ＯＦＦ

ＯＮ

ＳＷ３

１２３４
ＯＦＦ

ＯＮ

ＳＷ３

１２３４

親機（１号機） 子機（２号機） 子機（３号機）



（１）運転・停止動作
○運転・停止操作はRS5にて行い、設定温度と室温との差によって燃焼モードをHi（最大）、Lo（中間）
　　、LL(最小）に切り替えます。但し、着火時はLoモード（全数Lo着火）とします。
○プレパージ、ポストパージ、着火タイミング、回転数等燃焼に関わる動作は外気処理機用プログ
　　ラムを踏襲します。
　　但し、ガス焚は複数台同時に着火させるとガス供給圧低下のおそれがあるため、子機の起動
　　タイミングを3秒ずつ遅らせます。
　　 （親機1号機運転 → 3秒後に子機2号機運転 → 3秒後に子機3号機運転 ）
○停止操作および温度制御による燃焼停止は親機・子機同時とし、その後ポストパージ動作に

移行します。
○ポストパージ中に運転動作を行った場合はプレパージに移行します。

（２）温度制御動作
○温度設定はRS5で行います。
○設定温度は0～35℃とし、更にアップボタンで強制LL運転、強制Lo運転、強制Hi運転の順に

切り替わります。

○温度制御動作は次の通りとします。
・室内温度上昇時（レベルダウン）
　　設定温度 －0.7℃ ≧ 室温 Hi運転

設定温度 ±0.0℃ ≧ 室温　＞ -0.7℃ Lo運転
設定温度 ＋0.7℃ ≧ 室温　＞ ±0.0℃ LL運転
設定温度 ＋0.7℃ ＜ 室温 OFF

・室内温度下降時（レベルアップ）
　　設定温度 －1.0℃ ≧ 室温 Hi運転

設定温度 －0.3℃ ≧ 室温　＞ -1.0℃ Lo運転
設定温度 －0.3℃ ＜ 室温 OFF
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運転および温度制御動作

０．０

＋０．７

－０．７

－１．０

Ｈｉ Ｌｏ ＬＬ ＯＦＦ ＬＬ

Ｌｏ

Ｌｏ

ＯＦＦ Ｈｉ

－０．３

ＬＬ



○暖房機異常発生の際は親機・子機関係無く、いずれか発生した時点で燃焼状態を停止させます。
　　また、RS5にどの号機から発生したかを明確にしたエラーコードを表示します。
○異常発生時のRS5の7セグ表示は「数字（号機）＋E」　→　「○○（エラーコード）」の順に表示します。
　　また、エラー発生が複数台に及んだ場合は、それぞれのエラーコードを交互に表示します。

例）　親機（1号機）がE-01　不着火

  子機2号機がE-13　バーナファン回転数異常

　　　子機2号機がE-01　不着火、その後に子機３号機がE-13　バーナファン回転数異常

○通信異常の場合はE-50（1E → 50）を表示します。

○エラーコードの解除はRS5のリセットボタンにて行います。（5秒未満の操作）
   また、エラー解除と同時にエラー発生号機を本システムから除外し、残りの号機で運転するモード
　　に切り替わります。(「非常時運転モード」という）

例）3台制御で2号機が異常発生（E-01)
①エラー発生と同時に全数燃焼停止
②RS5にエラーコード表示（2E→01→2E→01→繰り返し表示）

③RS5のリセットボタンを押してエラー解除と同時に2号機をシステムから除外

④RS5からの運転操作で残りの2台（1号機と3号機）で運転。
⑤3号機が異常発生（E-02）
⑥エラー発生と同時に全数燃焼停止
⑦RS5にエラーコード表示

⑧RS5のリセットボタンを押してエラー解除と同時に3号機をシステムから除外

⑨RS5からの運転操作で残りの1台（1号機）で運転
⑩1号機が異常発生（E-13）
⑪エラー発生と同時に全数燃焼停止
⑫RS5にエラーコード表示

⑬RS5のリセットボタンを押してエラー解除と同時に「Er」表示
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異常発生動作

繰り返し表示

繰り返し表示

繰り返し表示

繰り返し表示

繰り返し表示

繰り返し表示

繰り返し表示

１号機 ２号機 ３号機リセット

５秒未満
の操作

リセット

５秒未満
の操作

リセット

５秒未満
の操作

１号機 ２号機 ３号機

１号機 ２号機 ３号機



○非常時運転モード後の異常発生は、リセットする度に異常発生号機を除外しますが、最終的に
全数異常となった場合は、エラーコードを解除すると「Er」表示となり、非常時運転モードを解除

　　するまでこの表示が継続します。

○非常時運転モードに移行した場合はそのモードであることを識別するためにRS５の異常表示灯を
　 常時点滅させます。

○非常時運転モードの温度制御動作は単独運転と同じとし、燃焼制御は残号機の全数Hi運転、
残号機の全数Lo運転の2段階とします。

○非常時運転モードの解除方法は次の通りとします。
　 ①RS5のリセットボタンを5秒以上長押し

②RS5の７セグが「CL」表示と同時に異常表示灯の点滅が消灯

※次の場合は、非常時運転モードへの移行ができません。
・通信異常の場合
・親機の主基板が故障の場合
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異常発生動作　つづき

異常

燃焼

異常

燃焼

異常

燃焼

異常

燃焼

異常

燃焼

１号機 ２号機 ３号機

リセット

５秒以上
長押し

１号機 ２号機 ３号機



※給気ファン操作盤は別売品（GVCP040～GVCP370）をご購入いただくか、仕様が合わない場合は現地にて
専用操作盤を手配してください。 

　 （１）給気ファン操作盤　配線図

　 （２）給気ファン操作盤　外形図

給気ファン連動システム
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形　　式

ＧＶＣＰ１５０

ＧＶＣＰ２２０

ＣＶＣＰ３７０

ＧＶＣＰ０７５

ＧＶＣＰ０４０

名　　称

給気ファン操作盤（３．７ｋＷ用）

給気ファン操作盤（２．２ｋＷ用）

給気ファン操作盤（１．５ｋＷ用）

給気ファン操作盤（０．７５ｋＷ用）

給気ファン操作盤（０．４ｋＷ用）

ＯＦＦ

運転スイッチ

運転

給気ファン操作盤

ＯＮ

４００

４
０
０

１６０

記号 名　　称 備　　　　考

Ｒ

Ｓ

ＦＭ

５１Ｆ

５２Ｆ

５２Ｘ
５

５１Ｆ

Ａ

Ｂ

ＳＷ ５１Ｆ

５１Ｆ
電磁開閉器

補助継電器

Ｔ

Ｄ

５２Ｘ
５

ＦＭ連動
無電圧端子

２ ３

サーマル異常
無電圧端子

５２Ｘ
４

ＥＬＢ

ＳＷ 運転スイッチ

ＦＭ 給気ファン

Ｒ１ Ｓ１ ３２ ＤＣＴ１Ｒ Ｓ Ｔ

Ｒ１ Ｓ１ Ｔ１
ＲＬ

ＲＬ 給気ファン運転表示灯

２－３ 給気ファン異常信号

Ｃ－Ｄ 給気ファン運転信号

Ａ－Ｂ 給気ファン残留運転信号

出力信号

出力信号

入力信号（５２Ｘ１）　暖房機から

ＥＬＢ 漏電ブレーカ 給気ファン仕様による

（別途手配）

給気ファン仕様による

給気ファン操作盤端子台配列

暖房機内端子台へ

５２Ｆ

５２Ｘ

５２Ｘ
１

ＢＡ

Ｃ

Ｅ

Ｅ

５２Ｆ ５２Ｘ
４

５２Ｘ
５



　（３）給気ファン連動システム配線

本機を複数台接続するとダクトの形状等により、風の流れにばらつきがでます。
ばらつきにより風量不足となった暖房機は過熱するおそれがありますので、必ず試運転時に各暖房機の
リミット温度（抵抗値）を確認しながら、ボリュームダンパにて風量調整を行ってください。

（１）テスターを用意してください。抵抗値を測定します。
（２）バーナ扉を取り外してください。

（３）制御箱下面のリミット温度測定用ピン端子にて
リミット温度（抵抗値）を測定しますので、テスタを
接続してください。

（４）15分以上燃焼させて、リミット温度が50℃を
　 超える（17.60kΩ未満）場合はボリュームダンパ

を調整して50℃以下（17.60kΩ以上）にしてくだ
さい。リミット温度と抵抗値の特性は下表を
参照してください。
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風量調整方法

バーナ扉

温　度
(℃)

抵抗値
（ｋΩ）

温　度
(℃)

抵抗値
（ｋΩ）

温　度
(℃)

抵抗値
（ｋΩ）

－１０ ２７６．１ ３０ ３９．５２ ７０ ８．５４

－５ ２１０．７ ３５ ３２．００ ７５ ７．２１

０ １６２．２ ４０ ２６．０６ ８０ ６．１２

５ １２５．８ ４５ ２１．３６ ８５ ５．２１

１０ ９８．３２ ５０ １７．６０ ９０ ４．４６

１５ ７７．４５ ５５ １４．５８ ９５ ３．８３

２０ ６１．４７ ６０ １２．１４ １００ ３．３０

２５ ４９．１２ ６５ １０．１６

リミット温度測定用

Ω

テスタ

測定用ピン端子

銘板

リミット温度サーミスタ

制御箱

Ｓ Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

１０ １１＋ －

Ｘ

Ｙ

Ｚ

Ｘ

Ｙ

Ｚ

外部温度検出器

給気ファン
操作盤

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ｒ

Ｓ

Ｔ

Ｕ

Ｖ

Ｗ
ＦＭ

電源３相２００Ｖ
５０／６０Ｈｚ

電源単相１００Ｖ
５０／６０Ｈｚ

給気ファン

（客先手配）

ＲＳ５
リモコン

通信線

１．ＲＳ５リモコンは親機に接続してください。
２．外部温度検出器は親機に接続してください。
３．給気ファン操作盤は親機に接続してください。

５．端子：出２－出３は必ず子機の端子：入２－入３してください。
　　※接続しないと給気ファン異常の際に子機が停止しません。

親機（１号機）

外気処理機

ＣＮ１

ＣＮ１７

ＣＮ２２ ＣＮ２０

ＣＮ２１

Ａ－Ｂ：給気ファン残留運転信号

Ｃ－Ｄ：給気ファン運転信号

５２Ｘ
　２

Ｓ Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

１０ １１＋ －

Ｘ

Ｙ

Ｚ
子機（２号機）

外気処理機

ＣＮ１

ＣＮ１７

ＣＮ２２ ＣＮ２０

ＣＮ２１

５２Ｘ
　２

Ｓ Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

１０ １１＋ －

Ｘ

Ｙ

Ｚ
子機（３号機）

外気処理機

ＣＮ１

ＣＮ１７

ＣＮ２２ ＣＮ２０

ＣＮ２１

５２Ｘ
　２

４．給気ファンのサーマル異常を親機の端子：入２－入３に接続
　　してください。

入２ 入３

２－３：給気ファンサーマル

　　　　異常信号

２ ３

５２Ｘ
　２

５２Ｘ
　２

５２Ｘ
　２

出２ 出３入２ 入３出２ 出３入２ 入３出２ 出３

６．子機の端子Ｃ－Ｄは必ず短絡してください。

Ｃ－Ｄ短絡Ｃ－Ｄ短絡

　　※短絡しない場合は子機が運転しません。


